
1柱位置出し・基礎穴掘り

2垂木がけの取付け

3棟木への部品取付け

4棟木(柱台座)と柱の接続

5棟木とけたの取付け

67前枠の取付け

4けたコーナー継手と柱の取付け

■作業手順

■部材の加工方法

■部材の加工・取付け上のご注意
①下表は前枠を規格寸法で施工する場合を想定して、各部材の寸法を設定してあり
ます。
②前枠・垂木がけ・野縁の垂木取付け穴は下図姿図にしたがって、右図加工図上の
▲印の位置に加工してください。
③現場・躯体の状況により、各部材の寸法は異なる場合がありますので、施工の際
は調査・検討の上、加工してください。
④1間×5尺・1間×6尺は製作不可です。
⑤間口2.5間ベースで組立てる場合、および1500形の場合は、必ずけた付きにし
てください。

入隅棟木Ａ

3尺

4尺

5尺

6尺

1688

2116.5

2544.5

2965.5

●専用部材寸法

　前枠＝ℓ－D－A－130.7
　けた＝ℓ－Ｄー192.5

●各部材寸法算出公式・寸法表(各記号には下表の数値を代入してください。)

注）左記部材は4尺・6尺用が規格サ
イズです。

　　3尺・5尺用の場合は、切り詰め
てください。

名称出幅 入隅棟木雨どい
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3尺

4尺

5尺

6尺

56棟木と垂木がけの接続

78棟木雨どいの取付け

89垂木・野縁の取付け

9前枠雨どい部のシーリング

波板・棟木カバーの取付け

垂木がけの切断・加工

棟木の切断・加工(出幅3尺・5尺）

けたの切断・加工

棟木雨どいの切断・加工

前枠の加工

柱の切断・加工

垂木・野縁の切断・加工

波板の切断・棟木カバーの切断・加工（出幅3尺・5尺）

▼
▼

▼
▼

野縁＝ℓ－0.985×ｎ+27.6

垂木＝

1 2 3

■部材の加工

■姿図

600型の
場合

1500型の場合

ー94.3Ｔ
0.985

間口 出幅

●お願い…入隅以外の組立て・取付けおよび施工上のご注意・製品の取扱いについては、ナーラテラス本体に同梱してある取付け説明書を併用してください。

3尺

4尺

5尺

6尺

438.4

438.8

439.4

433

●入隅棟木カバー

●垂木（棟木取付け用）

●垂木（前枠コーナー継手・前枠接続部用）

●前枠

●野縁

●けた

●垂木がけ

●柱(コーナー部)

●入隅棟木雨どい(出幅3尺・5尺の場合)

●入隅棟木A(出幅3尺・5尺の場合)
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≒30
注)躯体側(欠きのない側)から切詰めてください。

≒80
φ5.5

注)柱台座取付け穴は600形のみ加工してください。
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φ4.5

φ6

φ4.5柱台座取付け穴

φ4.5

17.590

a 85

23.5

注)前枠側から切詰めてください。

φ5.5貫通穴

15
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55
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1）勝手違いは逆端部を
加工してください。
加工はコーナー継手
接続側のみです。
2）垂木取付穴はφ5.5
であけてください。

φ5.5

7.5

7

7.5

7.5

3
0

1
5

70 50

7.5

600形

2
2

32

32

45°

φ4.5

φ4.5

1500形

2
2

45°

1)勝手違いは逆端部を加工してください。2）垂木取付け穴はφ4.5であけてください。

1)勝手違いは逆端部を加工してください。
2)垂木取付け穴はφ6であけてください。

注)勝手違いは逆端部を加工してください。
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7

27.5 φ5.5

70 50

2
0

35 φ6

600形：サマンテラス用の柱をGL側より3.5mm切断するか、
又は埋め込みを3.5mm深くしてください。

1500形：規格品と同じ寸法です。

※穴位置にはV溝が付いています。

n1

n2

n3

Ｔ

前枠側 躯体側

前枠側

側面垂木ロ

注1)(　)内は関西間、［　］内は九州四国間を
ベースに組み立てる場合を示します。

注2)前枠コーナー継手と前枠の継ぎ目には
必ず垂木を取り付けてください。
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シーリング

シーリング

柱

棟木

柱台座

ナベ小ねじM6×10

柱

けたコーナー継手

けたスリーブ

トラスタッピン3種φ5×12

ワッシャーM8
六角ナットM8用

六角ボルト
M8×16

ナベ小ねじM6×10

コーナー用柱固定金具

ナベ小ねじ(Ｗセムス)Ｍ5×70

棟木

垂木がけ

六角ナットＭ5用

φ4.5写し穴

棟木

M5用六角ナット
M5ワッシャー

φ5×12トラスタッピン3種

けた取付け金具

M5×12六角ボルト
けた

棟木

前枠コーナー継手

■組立て・取付け要領

ナベタッピン3種φ5×20

4柱台座

ナベ小ねじM6×10

コーキング
　　充てん

1柱位置の墨出し・基礎穴掘り

2垂木がけの取付け

3棟木への部品取付け

●姿図より柱埋め込み位置を出し、基礎穴を掘ってください。

①入隅用垂木がけキャップの下端を『垂木がけ取付け下端寸法－2mm』の
位置に合わせて仮固定し、それに合わせて垂木がけを取付けます。その
際、必ず水準器で水平を出してください。
②躯体と垂木がけのすき間にシーリングをしてください。
※必ず躯体の柱・間柱など構造材に取付けてください。コーナー部は特に確
実に取付けてください。

①前枠コーナー継手に前枠スリー
ブを取付けます。

②前枠コーナー継手を棟
木に取付けます。

・柱台座を棟木に取付けます。

●棟木を垂木がけに取付けます。

●柱に柱台座を差込んで固定します。

●けたコーナー継手にけたスリーブおよ
びコーナー用柱固定金具を取付け、柱
に固定します。

4棟木(柱台座)と柱の取付け

6前枠の取付け

7棟木雨どいの取付け

8垂木・野縁の取付け

9前枠雨どい部のシーリング

［前枠コーナー継手・前枠接続部用垂木］

波板・棟木カバーの取付け

5棟木と垂木がけの接続

［1500形の場合］

［600形の場合］

［1500形の場合］
・けたを取付け、端部の垂木
を取付けます。
・前枠を取付け、継ぎ目には前枠ジョイントカバーを取付けます。
・けた取付け金具でけたと棟木を固定します。

［600形の場合］
・端部の柱と垂木を取付け、
前枠を取付けます。
・前枠コーナー継手と前枠の
継ぎ目に前枠ジョイントカ
バーを取付けます。

●右図前枠部分にシーリング
し、棟木雨どいを棟木に取
付けます。

前枠スリーブ

前枠コーナー継手

棟木

前枠コーナー継手

トラスタッピン3種φ5×12

ナベタッピンねじ3種

φ5×20

柱台座

［600形の場合］

トラスタッピン3種
φ5×12

①垂木の種類に応じて
垂木固定ピースのフィ
ンを切り取ります。
※垂木固定ピースの向
きは右図にしたがっ
てください。

●前枠コーナー継手と前枠と
の接続部には必ず側面垂木
口を取付けてください。

●下図部位を必ずシーリングし
てください。

●波板は現場合わせの上切断し、
取付けてください。

φ4.5写し穴

トラスタッピン3種φ5×12

●棟木カバーを入隅用垂木がけキャップの
下にもぐり込ませて、ねじ止めします。
●下図指定部位を必ずシーリングしてくだ
さい。

φ4.5写し穴

棟木

垂木

ナベタッピン3種φ5×20

トラスタッピンねじ(3種)
φ4×14

野縁

φ3.6写し穴

棟木

シーリング

シーリング

シーリング

波板

シーリング

②垂木に垂木固定ピースを差込み、ねじ止め
し、棟木に取付けます。

　③野縁を棟木・垂木に取付けます。

■組立て・取付け要領

［棟木取付け用垂木］

8野縁

2入隅用垂木がけキャップ

六角タッピン1種φ6×70
2垂木がけ

トラスタッピン
3種φ5×12

六角ナットM5用

ナベ小ねじ（Wセムス)M5×70

六角ナットM5用

ナベ小ねじ（Wセムス)M5×70

8垂木
(棟木取付け用)

トラスタッピン3種
φ4×10

トラスタッピン
3種φ4×4

トラスタッピン3種
φ5×12

ナベタッピン3種
φ5×20

9垂木固定ピース

8垂木
(前枠コーナー継手・
前枠接続部用)

3棟木

トラスタッピン3種
φ5×12

入隅
　棟木カバー

ナベタッピン2種
φ5×10

3前枠コーナー継手

4柱

6前枠

3前枠スリーブ

6前枠ジョイントカバー
トラスタッピン3種
φ5×12

トラスタッピン3種
φ5×12
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7入隅棟木雨どい
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